
占
府
軍
回
.
，
A

パ
凶
昭
二
十
『
園
第
三
槽
.
優
位
胃
認
可
。
，
周
一
一
回
一
日
・
骨
ν
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聾

E
E

擦
問
…
一
時
糊
槽
一
じ
地
方
附
加
税
の
禁
止
規
定

教
事
的
経
済
串
・
・
・
・
・
・
・
丈
島
干
博
士

園
際
債
格
の
理
論
・
・
・
・
・
・
文
風
土
博
士
高
田

議

団

問

噛

咽

伊

、

日
本
弘
海
上
保
険
の
起
原
賛
達
議

勝

惜

錦

隙

世

界

の

食

糧

問

題

・

・

-

綿

済

事

士

定
期
飛
行
機
の
職
能
・
・
空
間
間
半
士

女

給

税

に

就

て

・

6

-

鰹
済
事
士

関

際

移

民

統

計

・

・

経

済

問

中

士

一
肘
脅
階
級
の
交
替
性

疾
病
統
計
瞥
見
・
・

近
著
外
岡
経
漕
雑
誌
主
要
論
題

法
事
博
士

経済問中士

法問中博士
禁

輔

積

神

戸

正

雄

米

田

庄

太

郎

保

烏

平

生

飢

三

郎

八

木

芳

之

助

信

男
盛

財盆金羽山
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定
期
飛
行
機
の
職
能山

{言

男

口

草者
育

飛
行
機
に
よ
る
定
期
運
送
の
起
源
は
極
め
て
新

し
く
、
米
闘
に
於
い
て
は
一
九
一
八
年
五
月
十
五
日
に
創
設
せ

ュ

I

;

1
ク
問
の
郵
便
飛
行
を

ら
れ
た
る
ワ
シ
ン
ト
ン
、

〉

以
て
噌
必
一
b
f
し
b

欧
洲
に
あ
っ
て
は
一
九
一
九
比
八
月
一
一
十
六

パ
リ
聞
の
定
期
飛
行
を

日
よ
り
開
始
せ
ら
れ
た
る
ロ
ン
ド
ン
、

以
て
そ
の
前
駆
と
し
て
居
る
。
然
し
そ
の
後
に
於
け
る
護
建
普

及
は
頗
る
開
閉
著
な
る
も
の
が
あ
っ

τ、
今
中
欧
洲
M
A
ぴ
北
米
の

雨
中
へ
陸
は
云
ふ
迄
も
た
く
、
そ
の
他
の
諸
穴
陸
に
於
い
て
も
航

空
路
の
存
在
せ
ざ
る
も
の
な
き
に
至
っ
た
。
苔
が
閣
に
於
い
て

も
東
京
大
連
問
、
及
ぴ
犬
阪
上
海
線
の
一
部
と
て
犬
阪
間
同

問
に
定
期
飛
行
が
賞
施
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
聞
も
定
期

飛
行
機
は
既
に
現
代
建
詮
組
織
の
一
構
成
要
素
た
る
に
至
っ
た

の
で
あ
っ
て

そ
れ
が
経
済
事
的
研
究
は
港
対
経
済
研
究
上
看

過
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
而
し
て
一
の
運
治
機
関
の
経
済
製
的

雑

u 

定
期
飛
行
機
の
職
能

研
究
の
基
礎
と
た
る
も
の
は
そ
の
運
治
機
闘
が
金
運
詮
組
織
上

に
於
い
て
有
ず
べ
き
職
能
に
外
な
ら
な
い
か
ら
、
定
期
飛
行
機

の
一
経
済
撃
的
研
究
hr

開
始
す
る
に
営
っ
て

ま
づ
そ
の
職
能
に

就
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
や
う
ル
」
忠
ふ
の
で
あ
る
。

定
期
飛
行
機
の
技
術
的
特
質

定
期
飛
行
機
の
職
能
を

決
定
1
る
た
め
に
は

そ
れ
が
技
術
的
並
び
に
経
情
的
の
闘
方

国
に
於
い
て
有
す
る
特
質
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
。

ま
づ
定
期
飛
行
機
の
技
術
的
特
質
を
研
究
す
る
。

現
代
は
ス
ピ
ー
ド
の
時
代
で
あ
る
。
然
る
に
在
来
の
運
詮
機

闘
は
、
銭
道
に
し
ろ
般
舶
に
し
ろ
、
最
早
と
の
時
代
の
要
求
を

満
足
せ
し
め
得
た
い
。
現
今
欧
米
諸
図
に
於
け
る
念
行
列
車
の

速
力
は
一
時
間
八
十
粁
乃
五
百
粁
の
問
を
上
下
し
て
居
る
。
勿

論
技
術
的
に
一
五
へ
ば
と
れ
以
上
に
速
力
を
増
加
せ
し
め
得
た
い

の
で
は
た
い
。
唯
k

と
れ
以
上
に
漣
力
が
増
加
す
る
と
、
そ
れ

と
共
に
危
険
牽
は
増
大
し
、
運
轄
賓
が
嵩
む
だ
け
で
な
く
、
軌

道
も
亦
現
在
の
も
の
で
は
用
を
左
さ
た
い
と
と

ipな
る
か
ら
、

差
門
前
り
一
時
間
百
粁
を
以
て
経
済
的
速
力
の
限
抹
黙
で
あ
る
と

看
倣
さ
れ
て
居
る
詩
で
あ
る
。

と
の
到
は
船
舶
に
就
い
で
更
に

第
三
十
k
t

第

号車

i¥. 
九

五
一
九

Woolley and Hill， Ah・planeTransportation， 1929， p・4j・

Edwards and T、nlUlS.Comlnercial Air Transport， 1926， p. 8. 
Bonomo. L' Aviation Commerciale， I9~:6 ， p. i;. 
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雑

鎌

定
期
飛
行
機
の
職
能

良
く
A
円
周
波
ま
る
所
で
あ
っ
て
、

一
九

O
七
年
に
建
治
せ
ら
れ
た

る
壬

1
レ
グ
ニ
ヤ
挽
(
航
海
遮
h
A

二
十
五
節
)
が
爾
来
二
十
徐
年

問
、
昨
年
プ
レ
I
メ

y
競
(
航
海
速
力
二

T
七
節
)
の
出
現
す
る

迄
悠
k

川
界
一
の
快
速
般
を
以
て
誇
，
ご
ピ
得
た
・
心
の
一
事
が
良

く
と
れ
を
誇
明
し
て
居
る
。
査
し
航
海
速
力
二
十
一
節
以
上
と

九
な
る
と
、
遠
山
増
加
に
伴
ふ
運
州
費
並
び
に
建
消
費
の
膨
張
は

極
め
て
著
し
く
、

モ
l
レ
タ
ニ
ヤ
競
の
如
き
も
英
閣
政
府
よ
り

の
莫
大
た
る
補
助
金
の
下
附
が
な
か
っ
た
な
れ
ば
到
底
採
算
は

と
れ
・
泣
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
在
来
の
蓮
逸
機
関
に
あ
っ

て
は
、

例
へ
ば
そ
の
速
力
を
現
在
の
二
倍
に
培
加
ず
る
と
云
ふ

如
き
著
し
い
速
力
の
増
加
は
こ
れ
P
期
待
し
得
な
い
の
で
あ

る
。
と
の
在
来
の
運
治
機
関
の
依
陥
を
補
ひ
、

以
て
ス
ピ

l
r

時
代
の
要
求
に
感
じ
得
る
も
の
は
飛
行
機
を
拾
い
て
他
に
と
れ

を
求
め
難
い
。
現
今
定
期
飛
行
機
の
速
力
は
百
五
十
粁
乃
至
百

八
十
粁
で
あ
る
か
ら
、
既
に
念
行
列
車
の
約
二
倍
、
投
客
舶
の

約
阿
倍
に
遺
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
し
定
期
飛
行
機
の
誇
る

ぺ
き
は
、
現
在
の
速
力
で
は
な
く
し
て
、
将
来
に
於
け
る
速
力

増
加
の
可
能
性
の
犬
な
る
と
主
で
あ
る
。
グ
セ
ル
の
研
究
の
結

果
に
よ

予第
'ー

¥7l王

手碍 巻
行
機
t亡
あ
っ
て
は
第

貌

九
O 

五
二

O

そ
の
速
力
増
加
が
過
大

な
ら
ざ
る
限
り
、
機
備
の
構
造
を
泊
常
な
ら
し
む
七
と
と
に
よ

り
附
も
ど
運
輸
出
川
牽
守
害
す
る
と
と
な
d

し
て
速
力
を
増
大
せ

し
め
得
る
の
で
あ
っ
て

と
れ
は
飛
行
機

ω
如
〈
翼
を
有
山
町
一
ざ

る
汽
車
汽
般
に
於
て
は
不
可
出
品
な
る
と
主
で
あ
る
。

迅
速
運
治
機
関
と
し
て
の
定
期
飛
行
機
を
偵
情
附
け
る
主
乙

ろ
の
今
一
つ
の
要
素
ど
し
て
翠
ぐ
べ
き
は
、
飛
行
機
の
行
動
の

自
由
在
る
と
ん
」
で
あ

72
到
論
上
二
地
難
問
を
越
新
す
る
最
も

有
利
な
る
遇
路
は
最
短
線
で
あ
る
。
然
し
地
表
上
の
運
送
機

関
、
特
に
陸
遁
機
関
に
於
い
て
は
か
込
る
幾
何
事
的
最
短
帥
械
を

問
守
す
る
に
は
多
く
の
場
合
種
々
の
自
然
的
障
碍
を
克
服
す
る

と
と
を
要
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
技
術
的
に
不
可
能
た
る

場
合
も
あ
り
、

た
と
ひ
可
能
で
あ
っ
て
も
頗
る
多
額
の
費
用
を

要
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
戎
程
度
の
迂
回
を
な
す
方
が
経
済

的
に
有
利
・
な
る
場
合
が
多
い
。
却
ち
地
表
上
の
逗
送
機
関
、
特

に
陸
運
機
闘
に
あ
っ
て
は
幾
何
撃
的
最
短
鴻
と
経
済
的
最
短
線

と
は
一
致
し
た
い
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
飛
行
機
に

あ
っ
て
は
、
自
然
的
障
碍
に
よ
っ
て
そ
の
行
動
を
束
縛
せ
ら
れ

Sax， Die Verkehrsmittel in Volks-und Slaatswirtschaft， 2 
S. 192ι 
~on.'?mo ， ..?p. ~:t"..p. ?!. 
GseJl; .. Die Abhangigkeit der Betriebskosten von der Ge~rl叫'indi ，g-­
keit bei Land-， Wasser-und Luftfahrzeug.'町 1IAero-Revue， J Jahrg.， No 

Band， ICJ20， 5) 

6) 
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る
と
と
は
少
い
か
ら
、
多
く
の
場
合
幾
何
撃
的
最
短
紘
は
即
ち

経
済
的
最
短
線
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
特
定
の
二
地

思
聞
に
於
い
て
、
航
答
路
は
一
般
に
海
路
、
特
に
陸
路
に
比
し

そ
の
距
離
が
短
小
で
あ
っ
て
、
定
期
飛
行
機
は
と
の
鮪
か
ら
し

て
も
運
詮
所
要
時
間
の
短
縮
を
計
り
得
る
の
で
あ
る
。
次
表
は

ミ
ュ
ラ

l
の
作
製
せ
る
表
よ
り
抜
翠
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
右

の
事
貨
を
問
か
に
し
で
居
る
。

匡

距
離
(
粁
)

、E'
E
E
、f
a
‘ml
J

飛
行

銭

道

機

Z
一五

一
六
五

五
一
口

同
制
na

F
r
l
i
 

ベ
ル
リ
ン
|
プ
レ

1
メ
シ

王
国
一一A己

六
墨
田

ZAA口

百

か
く
の
如
く
、
定
期
飛
行
機
は
機
械
的
批
ぴ
に
地
理
的
の

，;、

-. 
ヨ三

ベ
ル
リ
ン
|
V
レ
ス
デ
ン

ベ
ル
リ
ン
l
l
ミ
ユ
シ
ヒ
ェ

γ

プ
レ

l
メ
シ

1
i
ロ
ッ
テ
ル
グ
ム

d 銭、白土

内道f:~
ll~f: 

機飛1問
行J三三

一

ー

一
・
五

= -
f屯

有
し
て
居
る
の
で
あ
る
が

方
聞
に
於
い
て
在
来
の
運
凶
器
機
関
に
比
し
時
間
節
約
の
利
益
を

と
の
利
盆
は
距
雌
の
増
加
に
つ
れ

増
大
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
詳
言
す
れ
ば
、
距
離
の
増
加
に
つ

れ
機
械
的
方
面
に
於
け
る
時
間
節
約
は
規
則

E
し
く
増
大
し

又
地
理
的
方
聞
に
於
け
る
時
間
節
約
も
多
く
の
場
合
不
規
則
乍

雑

録

定
期
飛
行
棋
の
職
能

ら
増
大
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
航
容
路
は
須
く
長
柑
離
で
一
泣
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
現
今
夜
間
飛
行
が
一
般
的
に
行
は
れ
て

居
な
い
た
め
、
長
距
離
直
問
に
於
け
る
定
期
飛
行
機
の
迅
遮
運

詮
機
関
と
し
て
の
機
能
が
充
分
殻
揮
せ
ら
れ
友
い
恨
が
あ
る
。

市
し
て
現
在
夜
間
飛
行
の
普
及
し
て
居
な
い
の
は
、
枝
問
飛
行

に
封
す
る
地
上
設
備
か
一
般
に
完
備
し
て
居
ら
な
い
と
と
L

夜
間
旅
行
を
利
用
す
み
だ
け
公
衆
の
航
空
意
識
が
護
遥
し
て
居

ら
た
い
こ
t

L

U
よ
る
の
で
あ
ゐ
か
ら
、

近
誉
将
来
に
は
夜
間

飛
行
の
普
及
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
と
と
は
明
か
で
あ
っ
て
、

そ
の
院
に
は
、
例
へ
ば
従
来
餓
道
に
よ
り
二
十
一
日
主
要
し
た

る
ロ

y
ド
ン
、
モ
ス
カ
ウ
、
千
夕
、
ウ
ラ
ヂ
ォ
ス
ト
ッ
ク
聞
を
完

期
飛
行
機
は
傑
か
問
日
間
で
朔
破
す
る
で
あ
ら
う
c

現
に
夜
同

飛
行
を
官
施
せ
る
米
闘
の
大
陸
横
断
飛
行
郵
便
は
、
回
行
三
十

二
時
間
半
、
東
行
二
十
九
時
間
を
要
す
る
に
過
ぎ
庁
、
銭
道
郵

便
に
比
し
二
日
乃
至
三
日
を
節
約
し
得
る
の
で
あ
る
。

定
期
飛
行
機
が
迅
速
運
怠
機
関
と
し
て
の
機
能
を
稜
擁
す
る

た
め
に
は
航
空
路
は
出
来
る
だ
け
長
距
離
な
る
を
有
利
主
す
る

と
と
は
、

叉
次
の
事
情
に
も
依
る
の
で
あ
る
。
相
官
慶
大
た
る

第
三
十
巻

第
三
時
恥

九

五

15， S. I80. _ (Do!lfus，. Der _Lu!tverk~hr ， 1923， S. 34伍). 
S"x， a. a~ 0.， 1 Band， '9，8， S. 70 f 
Muller， Flugverkehr und Wirtscha古， Jahrbuch fur Nationalokonomie 
~nd Statistik， ~d. 118， Heft 2， S. 155・(Dollfus，a. a. 0.， S. 52.)ー
Bonomo， op. cit.， p・71.



雑

録

定
期
飛
行
機
四
職
能

地
閣
を
嬰
ず
る
飛
行
場
敷
地
を
都
心
に
近
く
求
め
る
こ
と
は
今

日
に
於
で
は
一
般
に
殆
ど
不
可
能
左
こ
と
で

る
か
ら
、
従
つ

で
現
今
諦
閣
の
定
期
飛
行
場
は
概
し
て
都
市
の
郊
外
に
設
け
ら

場れ
はて
市居
のる
仁ド v 
心で
よあ
りる
約。
十例
、、

哩ば
キロ

F南ン
てド
ナこ ン

るの
地ク
賭ロ
陀イ
在ド
る門ン
。ーヲ~

行

れ
に
反
し
、
銭
迅
停
車
場
は
多
く
都
心
に
近
く
存
在
し
て
居
る

の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
航
径
路
が
極
め
て
一
短
距
維
な
る
喝
合
に

は
、
飛
行
場
開

ο護
法
川

4
時
間
短
怖
の
利
絡
も
、

宗
根
ヱ
叩

J
哨

N
E
J
:

一升
F
F
1

『
A
L

都
心
と
の
聞
の
往
復
に
時
間
を
ネ
費
す
る
と
と
に
よ
っ
て
減
殺

せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

ポ
ノ
モ
は

官
期
飛
行
機
に
よ
る
時

問
節
約
の
利
谷
は
三
石
情
以
上
の
医
聞
に
於
て
初
め
で
寅
殺
を

生
や
る
と
云
っ
て
居
る
av

飛
行
場
主
都
必
と
の
聞
の
往
復
に
空

費
す
る
時
間
の
負
揺
が
航
本
路
の
短
長
ず
る
に
つ
れ
樫
減
せ
ら

れ
る
こ
と
は
云
ふ
遣
も
な
い
。

以
上
は
主
・
と
し
て
織
道
網
の
問
通
費
遣
し
て
居
る
経
済
上
の

先
進
闘
に
就
い
て
の
観
楽
で
あ
る
が
、
経
済
の
鼎
技
連
未
だ
幼
稚

で
あ
っ
て
餓
道
の
便
の
備
は
っ
て
居
ら
な
い
地
域
に
於
て
は
、

定
期
飛
行
機
の
鷲
ら
す
時
間
節
約
の
利
谷
は
頗
る
大
・
な
る
も
の と

第
三
+
巻

五

第

罰Z

先A

が
あ
る
。
例
へ
ば
、
濠
洲
の
ゼ
一
フ
ル
ト
ン
、

ダ
ー
ビ
ー
間
の
定

期
飛
行
ぺ
従
来
の
湿
り
逗
川
要
時
間
を
九
日
間
短
紛
し

カ

イ

得
た
のパ

でグ
あダ
る ・ソ

OH) r:" 

日II
uコ
定
期
刃E
1-r 
は
I司
じ
く
卜
j¥ 
日
1111 
短
京商
し

ロ、
か
く
の
如
く
定
期
飛
行
機
は
そ
の
速
力
に
於
い
て
他
種
進
法

機
関
の
追
随
を
許
さ
な
い
が

そ
の
積
載
力
に
至
つ
て
は
、
鍛

選
及
び
脆
舶
に
比
し
極
め
て
劣
勢
で
あ
る
。
米
関
商
務
省
と
米

関
校
師
白
川
ー
と
の
坊
向
調
官
円
相
叩
牛
円
「
民
間
一
飛
行
」
H

品、

各
閣
の
主
要

商
附
飛
行
機
を
大
別
し
て
積
載
買
景
山
百
封
度
乃
一
金
子
封
度
の

も
の
、
千
封
皮
乃
至
二
千
封
官
の
も
の
及
び
二
千
封
度
以
上
の

も
の
与
=
種
と
な
し
て
居
る
凶
今
右
分
類
の
第
三
種
に
属
す
る

突
閣
の
ハ

y
ド
レ

1
・ベ

1
ヂ
・
ハ
ム
a

ソ
ス
テ
ッ

r
型
に
就
い
て

見
る
に

全
備
重
量
は
一
問
、
問
問
。
封
皮
で
あ
っ
て
積
載

重
量
は
=
一
、
二
二

O
封
度
・
放
客
定
員
は
十
四
人
に
過
ぎ
友
い
。

然
る
に
、
今
日
の
航
洋
貨
物
般
は
六
千
重
早
川
噸
乃
至
八
千
重
量

噸
の
も
の
が
多
数
を
占
め
て
居
り
、
扶
客
船
に
於
い
て
は
例
へ

ば
ア
キ
グ
ユ
ヤ
銃
の
如
き
一
二
、
二
五

O
人
の
般
客
を
牧
容
す
る

に
足
る
設
備
を
有
し
て
居
る
の
で
あ
向
。
叉
鈎
遣
に
於
い
て

!2agget!. Princples of Inland TransjJortation. 1928. pp. 12;-126 
Edwards and Tymms， op. cit.， _p・46.
且onomo，op. Clt.， p. 7I 
~?rght_， a. a. 0.， 5・527・
しivilAviation. A Report by the Joint Committee on Civil Aviation 01 



も
、
例
へ
ば
米
凶
の
貨
物
列
車
の
如
き
二
千
五
百
噸
乃
至
問
千

注目疎

いの
と積
云;段
ふ重
有 it
様を
で有
あし
る
OJ7ノ~­ノ、
十
~，jjl! 

ιl 
」二

る
も
の

稀
と
し

そ
れ
で
は
定
期
飛
行
機
の
積
載
力
は
近
き
将
来
に
於
い
て
大

い
に
増
大
す
る
わ
可
能
性
が
在
る
で
あ
ら
う
か
。
今
日
の
銭
這

及
び
船
舶

ω
大
量
巡
回
語
能
力
と
雌
も
一
朝
に
し
て
溌
生
し
た
わ

け
で
は
な
く

泡
去
約
一
世
紀
同
に
於
け
る
不
断
の
進
歩
の
結

同
点
で
わ
ゐ
が

〉

5
4
7
〉

-
C
m
;
:レ
'
刊
に
巨
町
}
立
与
汁
二

乙
『
一
込
升
一
江
草

Kι
号、
1
古
川
μ
込
1
2
h耗
詳
J

の
迎
由
が
る
っ
た
と
と
宮
忘
れ
て
は
な
ら
と
い
。
陸
上
運
送

具
、
特
に
水
上
運
詮
共
に
あ
っ
て
は
、
運
送
具
の
大
さ
の
増
大

ず
る
に
つ
れ
、
運
迭
具
の
自
重
の
金
重
量
に
封
ず
る
割
合
は
次

第
陀
減
少
す
る
と
一
疋
ふ
法
則
印
ち
こ
れ
で
あ
る
U

然
る
に
と
の

法
則
は
飛
行
機
の
場
合
に
は
受
賞
し
な
い
。
飛
行
機
に
あ
っ
て

は
、
幾
何
接
的
に
同
一
の
椿
迭
を
有
す
る
限
り
、
機
憾
の
形
状

の
増
大
に
つ
れ
そ
の
自
重
は
比
例
以
上
に
増
加
す
る
の
で
あ

る
。
唯
k
賞
際
に
於
い
て
は
こ
の
現
諭
の
泊
朋
は
機
棋
の
構
造

の
絶
え
ぎ
る
改
善
に
よ
っ
て
終
和
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
結
果
現
在
の
定
期
飛
行
機
は
そ
の
形
欣
の
犬
小
に
拘

雑
イ
録

定
期
飛
行
機
の
職
能

日
目
叫
軒
町

1
J抗
日
刊
-
討

H
日

て
時
記
同
様
の
割
合
の
自
重
を
有
し
て

ら
十
全
備
重
量
に
釣

居
る
に
過
ぎ
友
い
。
従
っ
て
定
期
飛
行
機
の
杭
誠
力
が
近
き
特

来
に
於
い
て
著
し
く
増
大
す
る
で
あ
ら
う
こ
と
は
徐
り
期
待
し

得
な
い
所
で
あ
る
。

定
則
飛
行
機
の
終
済
的
特
質

定
期
飛
行
機
の
粧
情
的

特
質
を
知
る
に
は
、

そ
の
事
業
創
設
由
民
と
事
業
経
替
費
と
に
就

見い
るて

必イ也
裟L 極
昔、 ぅ逗
あーiき
る機
。閥

4寺
tc 
銭
正且
〆え
て王
宝E
耳q
as 
上b
較
霊J
11B 

l_ 
」

定
期
飛
行
機
事
業
に
あ
ヲ
て
は
事
業
開
始
に
富
り
銭
道
事
業

に
於
け
る
如
く
通
路
そ
の
も
の
を
建
設
す
る
を
裂
し
左
い
の
で

あ
っ
て

と
の
貼
に
於
い
て
は
定
期
船
事
業
と
全
く
そ
の
軌
を

〕
に
し
て
居
る

0
2は
海
と
同
じ
く
天
下
の
公
選
で
あ
っ
て
、

何位一
T

の
封
償
を
嬰
求
す
る
と
と
な
く
高
人
に
解
放
せ
ら
れ
て
居

る
。
尤
も
海
辺
事
業
に
於
い
て
商
港
、
航
路
標
識
等
の
設
備
を

完
備
す
る
必
要
あ
る
如
く
、

定
期
飛
行
機
事
業
に
於
い
で
も
飛

行
場
、
不
時
着
陸
揚
・
気
象
観
測
所

無
線
通
信
所
、

地
上
制
限

議
及
ぴ
夜
川
飛
行
設
備
却
を
完
成
す
る
乙
止
を
要
す
る
の
で
る

っ
て
、

と
の
部
地
上
設
備
の
完
備
せ
る
や
否
や
は
定
期
飛
行
機

第
三
十
巻

五

)L 

第

銃

American Engineering the U. S. DeDartment of Commerce and The 
c:ouncil. '926: Ch. XI. 
Kirkaldy and Evans， The History and Economics of Transport. 
p. 301 and p・305・
johnson and Meire， Principles of Railroaci Transportatioo. 1924. p. 59 
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雑

鋒

定
期
飛
行
機
の
職
能

の
確
貫
性
を
左
右
す
る
の
み
な
ら
や
、

叉
そ
の
逗
輪
能
率
に
も

影
響
す
る
所
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
然
し
ピ
エ
ロ
ー
が
そ
の
論

文
「
航
空
港
」
に
於
い
て
述
べ
て
居
る
所
に
よ
る
と
1

航
袋
路
設

置
費
は
一
粁
営
り
一
寓
法
乃
至
一
寓
五
千
法
主
見
積
る
べ
く
、

四
寓
法
を
投
資
せ
t室
長
善
の
設
備
を
な
し
得
る
の
欧で
洲あ
大，る
申[k;" 0 

前他

方
餓
道
の
一
粁
宮
り
建
設
費
は
如
何
と
云
ふ
に
、

の
統
計
に
よ
る
占
、
瑞
典
八
四
、
九
六
七
馬
克
、
諸
成
一

O
八、

八
五
四
馬
克
、
濁
乙
二
札
二
、
包
五
一
二
馬
克
、
悌
一
隅
泊
三
七
瓦
、

O
一
九
馬
克
、
白
耳
義
四
日
川
八
、
七
九
六
馬
克
、
実
吉
利
九

O

一
、
八
二
一
馬
克
で
あ
っ
て
「
航
空
路
設
置
費
に
比
し
頗
る

E

額
の
投
資
を
必
要
'
と
す
る
の
で
あ
る
。
市
し
て
こ
誌
に
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
海
運
に
於
い
て
商
港
、
航
路
標
識
等
は
図
家
及

ぴ
公
共
圏
憾
の
施
設
に
属
す
る
を
常
と
す
る
如
く
、
航
空
運
送

に
る
っ
て
も
航
本
一
路
の
設
置
は
通
常
航
空
運
送
に
封
ず
る
所
謂

間
接
補
助
の
】
一
方
法
と
し
て
園
家
及
び
公
共
周
回
胞
の
負
婚
す
る

所
で
あ
っ
て
叫
定
期
飛
行
曾
祉
は
唯
と
飛
行
場
に
於
け
る
若
干

の
技
術
的
、
商
業
的
設
備
、
例
へ
ば
格
納
庫
、
休
関
場
等
を
設

置
す
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
が
多
い
こ
止
と
れ
で
あ
る
。

第
三
十
巻

五

四

第

挽

iL 
四

か
〈
の
如
〈
通
路
費
に
就
い
て
は
定
期
般
事
業
と
定
期
飛
行

機
事
業
占
は
犬
棺
同
様
の
立
場
に
在
る
が
、
運
送
具
費
に
就
い

て
見
る
と
、
そ
の
聞
に
可
成
の
相
遣
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
犬

西
洋
航
路
の
優
秀
容
般
は
頗
る
多
額
の
建
設
費
を
要
す
る
の
で

あ
っ
て
、
例
へ
ば
モ
1
レ
ク
=
ャ
抜
(
綿
噸
数
三

O
、
六
九
六

噸
、
航
海
速
力
二
五
節
、

一
九

O
七
年
建
造
)
は
六
千
寓
馬
定
、

ア
キ
夕
刊
一
ヤ
技
(
線
噸
数
四
五
、
六
四
七
剛
、
航
海
速
力

節、

一
九
一
川
平
感
泣
〉
は
四
千
五
百
寓
馬
克
を
嬰
し
朽
の
で

あ
る
。
而
し
て
総
噸
致
二
高
噸
、
航
格
速
力
十
九
節
A
T

の
普
通

客
舶
は
欧
洲
大
戦
直
前
の
相
場
に
て
凡
そ
八
百
五
十
寓
馬
克
の

建
法
費
を
要
し
、
鳩
噸
毅
一
千
噸
、
航
海
速
力
十
節
宇
の
小
型

貸
出
廿
般
に
し
て
も
六
十
寓
馬
克
の
投
資
を
必
要
と
し
た
の
で
あ

る
。
然
る
に
例
へ
ば
米
閣
の
ラ
イ
ト
・
ベ
ラ
ン
カ
機
(
積
載
重
量

八
五

O
封
度
、
巡
航
法
力
一

O
O哩
)
は
受
動
機
共
一
禽
二
千

弗
、
ダ
グ
ラ
ス
C

一
機
〈
積
載
重
量
二
.
五
六

O
封
度
、
最
高
速

力
一
一
六
哩
)
は
愛
動
機
を
除
い
て
一
寓
五
千
弗
を
嬰
す
る
に

話

過
ぎ
な
い
。
叉
現
在
の
代
表
的
商
川
飛
行
機
で
あ
る
ユ
ン
ケ
ル

ス
F
十
一
二
機
(
積
載
重
量
四
三

O
託
、
巡
航
速
力
一
四

O
粁
)
及

Iコeutschc

(TiトNo. '14. 

Die 5礼~.3.. a. .O..，，}II Band. '-922. S. 250; Grotewold. 
Schiff;乱hrtin Wirtschaft und' Recht. '9'4. S. 201. 
~onoml? Op，，- cit.. p. 27 et suiv. 
!'=dwards mi.d TymIns. op. cit.. Ch. VIlI and IX. 
Pier:rot; "Les Ports aéri'~ns， .. Lcs Ailes， J.丘hrg'，I9Zf， 
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ぴ
ユ
ン
タ
ル
ス

G
二
十
三
機
(
積
載
重
量
一
、
四
三
八
託
、
巡
航

速
力
一
五

O
粁
)
は
、
「
オ
イ
ロ

l
パ
・
ユ
エ
オ
ン
」
の
設
立
趣
意

書
に
於
い
て
夫
K

六
寓
三
千
馬
克
及
び
=
一
十
二
高
四
千
馬
克
と

評
一
償
せ
ら
れ
て
居
弘
現
今
飛
行
機
ヱ
業
は
未
だ
草
創
の
時
代

に
在
る
か
ら
、
大
量
生
産
の
利
益
を
享
受
し
特
な
い
が
、
勝
来

需
要
の
増
加
に
伴
ひ
大
量
生
産
も
行
は
る
ふ
に
至
る
べ
く
、
掛
川

る行
。叫機

の
li:: 
債
は
益
k 

111:; 
下
ず
る
で
あ
ら
う
と
期
待
せ
ら
れ
て
居

定
期
飛
行
機
は
か
く
の
如
く
銭
通
及
び
定
期
般
に
比
し
そ
の

と
の
意
味
に

事
業
創
設
費
に
於
い
て
頗
る
低
廉
で
あ
る
、
戸
ら
・
ぉ

於
い
て
定
期
飛
行
機
は
定
期
自
動
車
と
共
に
、
近
代
的
運
送
機

開
中
に
於
い
て
比
例
的
粗
放
的
性
質
に
富
む
も
の
と
一
広
び
得
る

の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
経
済
の
稜
建
が
未
だ
幼
稚
で
あ
っ
て
鎖

遣
の
建
設
又
は
定
期
舶
の
川
絡
を
不
利
と
す
人
J

地
域
に
於
い
て

も
、
定
期
飛
行
機
の
創
設
は
経
済
的
に
是
認
せ
ら
れ
る
場
合
が

多
い
の
で
あ
る
。

次
に
定
期
飛
行
機
事
業
の
経
待
費
に
就
い
て
観
践
し
ゃ
う
。

経
鵬
同
費
い
り
主
要
項
目
は
大
閥
次
表
の
如
〈
で
あ
る
。
(
乙
い
表

雑

車並

定
期
飛
行
機
の
職
能

は
米
闘
の
定
期
飛
行
機
曾
駐
監
一
位
の
最
近
三
ヶ
年
同
の
官
践
に

明

基
き
作
成
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
も

総

係

費

減

償

鋪

却

費

保

険

賓

費

~ 

繕

蓮

輸

賓'

十
ね
の
中
可
健
費
削
ち
航
行
時
聞
の
多
少
に
伴
ひ
増
減
す
7

白
費

一0
・
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

人
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

三
四
・
一
パ
2

セ
ン
ト

一一一・
O
パ
ー
セ
ン
ト

二
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

問
は
、
修
繕
時
1
1
A

び
漣
輸
焚
の
六
部
分
F
あ
つ
亡
賛
用
熔
額
。

凡
そ
五
割
と
看
倣
し
得
べ
く
、
残
り
の
五
割
は
飛
行
時
間
の
多

少
忙
拘
ら
J
T
不
餐
な
る
費
則
的
ち
同
定
費
と
見
る
を
得
る
で
あ

ら
う
句
可
婦
、
費
と
同
定
費
と

ω
割
合
は
、
鱗
道
事
業
に
於
い
て

は
三
割
問
歩
針
六
割
六
歩
で
る
り
定
則
般
事
業
に
於
い
て
は

=
一
割
九
歩
釣
六
割
一
歩
で
あ
る
か
ら
定
期
飛
行
機
事
業
の
経

晶
画
費
の
他
民
は
可
成
紙
選
比
び
児
期
舶
の
場
合
に
類
似
し
て
尉

り
も
先
づ
飛
行
時
間
を
増
加
し

る
諜
で
あ
っ
て
.
従
ワ
て
単
作
費
川
の
低
ト
を
困
る
に
は
何
よ

同
ピ
費
山
ー
分
散
を
大
た
ら
し

め
る
こ
と
を
桜
ゆ
る
の
で
あ
る
が
.

aK
期
飛
行
州
事
業
に

-b
ソ

第
三
十
巻

車
二
五

て
は
そ
の
十
に
械
似
鈎
却
費
向
性
町
に
鑑
み
一
一
居
飛
行
機
い
集

九
五

第

競

S司文， 九.a. 0.. 3 B凡nd， 5. 268 
[)ollf.・1 凡 a.0.. 55. 78-7ι〉
Grotewold 九・九.0..SS 勾8-199・
Li¥11 I¥、1九tlon，.p. r 50 
Bonomo， op.口し， p. ，8. 
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雑

録

定
期
飛
行
機
由
時
能

約
的
運
用
を
必
妥
と
す
る
の
で
あ
る
。
現
今
の
定
期
飛
行
は
、

一
九
一
八
年
及
び
一
九
一
九
年
に
定
期
飛
行
の
開
始
ぜ
ら
れ
た

営
時
の
商
用
飛
行
機
に
比
す
れ
ば
確
か
に
特
段
友
る
愛
遠
山
跡

を
見
せ
て
居
る
が
、
大
観
す
れ
ば
ま
だ
ま
だ
進
化
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
だ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
商
用
飛
行
機
の
改
善
進
歩

は
今
後
九
金
々
盛
ん
止
な
る
べ
く
、
而
か
も
こ
れ
ら
の
進
歩
改
善

は
す
べ
て
逗
迭
経
費
の
低
減
を
来

γ
の
で
あ
る
か
ら
、

A
7
円
の

使
用
機
が
数
年
後
に
燃
物
』
な
る
可
能
仲
は
充
介
に
あ
る
J

英

図
に
於
川
で
は
少
く
と
も
年
二
割
の
減
憤
鈎
却
が
主
張
せ
ら
れ

出

て
居
白
、
叉
濁
乙
に
於
い
て
は
現
に
「
ド
イ
ツ
チ
品
・
ル
フ
ト
ハ

ン
ヂ
」
合
祉
は
年
三
割
の
錦
却
を
行
っ
て
居

1h、
更
に
米
閣
に
於

M
W
 

い
て
は
二
年
毎
に
使
用
機
民
新
を
説
く
論
者
も
あ
る
q

こ
れ
を

定
期
般
事
業
に
於
け
る
減
償
鈎
却
費
が
年
五
歩
を
普
通
と
す

h

に
比
較
す
れ
ば
、
定
期
飛
行
機
の
減
償
鋪
却
率
の
頗
る
大
な
る

と
と
は
明
か
吋
あ
る
。
而
し
て
現
今
木
製
機
の
書
命
吋
凡
そ
二

千
飛
行
時
間
可
金
属
製
機
む
寿
命
は
凡
そ
三
千
時
間
ゲ
算
定
せ

ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
定
期
飛
行
機
は
概

μ
そ
の
者
命

を
絡
ら
ざ
る
中
に
早
く
も
段
乗
せ
ら
れ
る
賞
状
で
あ
っ
て
、
従

第
三
十
巻

第

娩

五

コ'.ノ、

っ
て
廃
棄
す
る
前
に
出
来
る
だ
け
乙
れ
を
活
用
す
る
こ
と
が
笠

ま
し
い
露
で
あ
る
。

然
る
に
と
の
経
皆
上
の
要
求
は
現
今
一
般
に
充
介
満
た
せ
し

め
ら
れ
て
腐
な
い
。
7

ぞ
れ
は
、
飛
行
機
を
集
約
的
に
使
用
す
る

た
め
に
は
航
容
路
の
延
長
が
相
官
大
な
る
を
製
す
る
の
に
、
現

今
航
往
路
は
一
般
に
比
一
収
的
短
距
離
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
o
勿

論
航
空
絡
が
比
較
的
短
距
離
?
あ
っ
て
も
交
通
量
さ
へ
充
分
在

れ
ば
使
刷
機
を
珂
崎
町
に
飛
釘
せ
し
め
る
ζ

ι

に
よ
り
目
的
を
建

し
得
る
認
で
あ
る
が

と
れ
は
官
現
し
雑
い
事
情
が
あ
わ
o
比

絞
的
短
距
離
の
航
空
路
は
放
客
飛
行
を
玉
と
せ
ざ
る
を
伸
な
い

が
、
之
吋
ロ
ン
ド
ン
、
主
陛
諸
抑
制
市
川
の
航
本
路
の
寅
一
放
に
徴

す
る
に
、
放
容
の
大
多
数
は
一
K
午
前
後
に
飛
行
せ
ん
主
欲
し
て

居
る
。
然
し
か
く
の
如
く
交
通
設
が
一
定
時
比
築
川
市
す
る
と
と

与
な
る
と
、
少
数
の
飛
行
機
を
頻
繁
に
使
附
す
る
と
と
を
伴
な

い
で
、
多
数
の
飛
行
機
を
粗
放
的
に
運
用
す
る
に
止
め
な
け
れ

ぱ
ι
な
ら
な
い
の
で
あ
ゐ
。
従
っ
て
比
般
的
短
距
離
の
航
空
路
に

あ
っ
て
は
飛
行
機
の
集
約
的
運
川
は
望
み
難
い
の
で
あ
っ
て

経
費
の
観
賠
よ
り
見
る
も
航
空
路
は
須
く
長
距
離
で
な
け
れ
ば

Sax， a. a. O. I Band， S. 66. 
~ool~y and_Híl~ oP，' cit・1 叩・
刊誌 Fisser，Die ForJerung 'nacI1 Wirtschaftlichkeit des Luftverkehrs. 
J礼hrb.f. Lu~tv. 1924， S， 15L (Maass， Die Unternehmungen im Luftver-
kehr， '927， S， 109). 
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左
ら
な
い
。
倫
ほ
飛
行
機
を
集
約
的
に
利
用
す
る
た
め
に
は

飛
行
機
の
検
査
及
び
修
繕
が
迅
速
に
行
は
れ
る
こ
と
乞
必
要
と

す
る
の
で
あ
る
が

と
れ
も
亦
現
今
夜
間
飛
行
が
普
及
し
て
居

ら
な
い
た
め
理
想
的
に
行
は
れ
て
居
な
い
。
査
し
現
在
は
使
用

機
の
検
査
及
び
修
繕
は
夜
間
に
行
は
れ
る
を
常
と
し
て
居
る

が
、
検
査
及
び
修
絡
の
仕
事
は
登
山
に
於
い
て
夜
附
よ
り
も
迅

速
に

E
つ
完
全
に
行
ふ
と
と
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
上

吋

夜
間
の
努
働
は
鍔
賃
の
割
増
を
要
す
る
か
ら
で
あ
る
。

定
期
飛
行
機
事
業
の
経
営
費
の
王
制
は
可
踊
礎
的
性
質
を
有
し

て
居
る
と
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
就
中
燃
料
費
は
飛

行
時
閣
の
多
少
に
廃
じ
て
規
則
正
し
〈
、
増
減
す
る
も
の
で
可
務

費
た
る
色
彩
の
最
も
濃
厚
な
る
も
の
で
あ
る
。

A
7
グ
セ
ル
の
研

胡

究
の
結
果
に
よ
る
と
念
行
列
車
、
快
速
汽
般
及
び
定
期
飛
行

機
の
人
粁
営
り
燃
料
費
は
、
そ
れ
ぞ
れ

0
・
一
八
八
サ
ン
チ
l

ム、

0
・
二
八
二
サ
ン
チ
ー
ム
、
三
-
五
八

O
サ
ン
チ
ー
ム
で
あ

っ
て
、
定
期
飛
行
機
の
燃
料
費
は
快
速
汽
舶
の
約
十
三
倍
、
念

行
列
車
の
約
二
十
倍
に
建
す
る
藷
で
あ
る
。
然
し
か
く
の
如
く

定
期
飛
行
機
の
人
粁
営
り
燃
料
費
が
著
し
〈
割
高
で
あ
る
の

雑

録

定
期
飛
行
機
の
職
山
田

は

一
般
に
想
像
せ
ら
れ
る
様
に
所
要
動
力
が
割
合
に
六
量
で

あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
く
し
て
・
主
と
し
て
燃
料

た
る
ガ
ソ
リ
ン
の
高
債
な
る
に
よ
る
の
で
あ
る
。
荒
し
現
今
の

定
期
飛
行
機
は
念
行
列
車
及
び
快
速
汽
舶
の
速
力
が
一
時
間
丸

十
粁
及
び
四
十
粁
で
あ
る
に
釘
し
約
百
五
十
粁
の
快
速
労
を
有

し
て
居
る
か
ら
、

一
粁
営
り
所
要
馬
力
は
汽
車
の
二
倍
、
汽
船

よ
り
も
若
干
大
量
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で

近
山
市
伎
術
家
は
飛
行
機
用
の
預
油
愛
動
機
の
改
善
に
附
明
。
し
つ

L

あ
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
成
功
の
院
に
は
定
期
飛
行
機
の
燃

料
費
は
著
し
く
低
減
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

か
く
の
如
く
燃
料
費
が
頗
る
割
高
・
な
る
上
に

K
越
の
如
く

飛
行
機
の
集
約
的
利
用
が
定
分
で
な
い
か
ら
、
現
今
定
期
飛
行

機
の
車
位
費
用
は
脱
し
て
頗
る
多
額
で
あ
っ
て
、

と
の
単
位
費

用
を
悲
礎
と
し
て
貸
率
を
決
定
す
る
時
は
、
運
賃
は
全
然
利
用

を
禁
止
す
る
程
度
に
高
債
な
る
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
た
い
か

ら
、
今
日
の
所
定
期
飛
行
機
の
賃
率
は
運
治
債
値
の
範
圏
内
に

於
い
て
主
と
し
て
競
争
選
法
機
関
、
特
に
銭
道
の
賃
率
を
掛
酌

し
て
決
定
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
o

従
っ
て
質
率
の
最
低
限

第
三
十
巻

五
二
七

第

就

九
七

Sax， a， a， 0"， Band， S. 287 
g.i~se. Das Seefrachttarifwesen， J9J9. S. 167・
~dwards_ and Tymms， op. cit.， p. 4[目
Breuer， Die Wirtschaftlichkeit des Luft、'erk.ehrs，1928， S目 6.
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定
期
飛
行
機
白
職
能

度
と
し
て
の
運
治
費
用
肘
現
今
の
定
期
飛
行
機
の
賃
率
構
成
に

雑

録

は
一
般
に
参
奥
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
結
果
生
や
る
多
額

の
快
損
は
政
府
の
補
助
金
に
よ
っ
て
補
境
せ
ら
れ
て
居
る
誇
で

あ
る
。
例
へ
ば
「
ド
イ
ツ
チ
ェ
・
ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
」
合
祉
は
一
九

二
七
年
度
に
於
い
て
槽
経
費
の
七
割
を
、
「
イ
ム
ピ

1
リ
ヤ
ル
・

エ
ヤ
ウ
z

イ
ス
」
舎
祉
は
向
年
度
に
於
い
て
線
経
費
の
支
割
二

歩
を
、
共
に
補
助
金
に
よ
っ
て
賄
っ
て
居
る
句
今
欧
洲
の
主
要

航
袋
路
に
於
け
る
宏
則
飛
行
機
の
旅
寝
沼
貨
と
帥
尚
道
の
日
等
枚

客
運
賃
と
を
比
較
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
向

出

費

地

ロ
ン
ド
ン

敏
道
運
賃
(
弗
)

一
六
・
九
九

目

的

地

ノ

飛
行
機
運
賃
(
弗
}

三
0
・
六
五

リ

>; 

プ
ラ
ッ
セ
ル

五
・
削

一
一
・
ハ
五

リ

ノ、

ス
ト
ラ
丸
プ
ー
ル

八
・
九
七

一
四
・

λ
0

>、

ワ
ル
ソ

l

三
九
・
五
O

六
七
・
一
五

リ

と
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
定
期
飛
行
機
の
運
賃
は
鍛
造
運
賃

に
比
し
十
割
内
外
高
債
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
時
間
の
節
約
は

夫
K
数
倍
に
上
っ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
飛
行
機
運
賃
は
決

し
て
割
高
で
あ
る
と
は
云
へ
な
い
。
而
か
も
航
容
旋
客
の
極
め

て
少
い
の
は
何
故
か
と
一
疋
へ
ば
、

そ
れ
は
主
と
し
て
一
般
公
衆

第
三
十
巻

五

A 

第

競

jL 

A 

の
雲
中
族
行
に
針
す
る
誤
れ
る
恐
怖
心
に
由
来
す
る
の
で
あ

る
。
定
期
飛
行
機
の
安
全
翠
は
餓
道
に
比
し
さ
し
て
劣
っ
て
居

ら
た
い
の
で
あ
っ
て
、
英
図
の
定
期
飛
行
に
於
い
て
、

ゴL

九
年
以
来

ω最
悪
の
年
と
稽
せ
ら
れ
た
一
九
二
四
年
陀
於
い
て

さ
へ
糟
飛
行
哩
九
十
=
一
寓
六
千
哩
に
つ
き
一
回
の
致
命
的
事
故

が
あ
っ
た
の
み
で
あ
り

の
飛
行
由、‘

の
致
命
的
事
故ー
な九
しこ
に五
行年
はに
れは
た/¥
の十
で六
あ寓
るこ
0，司千

然哩

ニ
般
公
衆
め
飛
行
機
に
扮
す
る
恐
怖
心
は
中
々
根
強
い
も
の

が
あ
る
か
ら
、

今
後
定
期
飛
行
の
普
及
に
つ
れ
、
そ
の
賀
績
に

よ
っ
て
漸
次
に
と
れ
が
消
滅
を
園
る
外
は
な
い
。
従
っ
て
定
期

飛
行
機
の
営
闘
の
運
送
容
憶
は
む
し
ろ
郵
便
物
及
び
速
達
貨
物

に
之
を
求
め
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
も
の
に
就
い
て

は
飛
行
機
の
安
全
性
に
封
す
る
不
信
用
も
左
し
て
障
碍
に
な
ら

自
の
み
な
ら
子
、
運
賃
負
捲
能
力
に
於
い
て
迄
に
放
客
に
優
る

も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
現
今
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聞
の
航
室
放
客
運
賃
は
五
十
弗
で
あ
る

が
、
若
し
一
人
の
放
容
の
重
量
を
無
賃
蓮
会
手
荷
物
の
重
責
を

も
併
せ
て
二
百
封
度
と
す
れ
ば

二
百
封
度
の
郵
便
物
の
航
空

Giese， a. a. 0.， S. 162. 
Edwards and Tymms， op. cit.， p・33
EdwardsぇndTYrnffiS， op. cit.， jJp.~32-33 
Gsell， a. a. O. (DollflLs，礼.a. 0.; S. 59 f.) 
Sax， a. a. 0.. 1 Band， S. 102. 
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運
賃
は
三
百
二
十
弗
で
あ
ゆ
、
同
量
の
速
達
貨
物
の
航
答
運
賃

は
二
百
弗
で
あ
る
と
一
匹
ふ
旬

要
す
る
に
今
後
需
要
の
増
加
と
技
術
の
進
歩
に
う
れ
定
期
飛

行
機
事
業
の
経
替
費
は
漸
攻
減
少
し
、
斯
業
も
弐
第
に
調
立
自

管
の
域
に
建
す
る
で
あ
ら
う
が
、
前
述
の
如
く
定
期
飛
行
機
は

到
底
大
量
運
送
に
越
し
な
い
か
ら
、
経
替
費
の
低
減
も
大
衆
の

利
用
を
許
す
の
川
一
一
度
に
至
る
で
あ
ら
う
L

ど
は
忠
は
れ
な
い
の
で

あ
っ
て
、
定
期
飛
行
機
の
湛
浩
容
畑
閣
は
結
局
邸
便
物
、

速
達
貨

物
及
び
高
級
放
客
の
如
き
比
較
的
運
賃
負
捲
能
力
の
大
な
る
も

の
に
限
ら
れ
ざ
る
を
得
た
い
。

国

結

今
定
期
飛
行
機
の
技
術
的
並
び
に
経
済
的
特

言雪
国

質
に
関
す
る
以
上
の
研
交
の
結
果
を
綜
合
し
て
-

そ
の
運
送
機

閉
止
し
て
の
職
能
を
概
言
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

(
イ
〉

既
に
鎖
遺
及
び
定
期
般
の
著
し
く
帯
以
遠
し
て
居
る
地

域
に
於
い
て
は
、
定
期
飛
行
機
は
長
距
離
直
聞
に
於
け
る
迅
速

選
議
機
関
た
る
の
職
分
を
持
つ
。
唯
E
そ
の
積
載
力
は
極
め
て

小
で
あ
り
、
且
つ
は
そ
の
道
沿
客
鶴
も
運
賃
負
猪
能
力
の
犬
友

る
も
の
に
限
ら
れ
る
か
ら
、
逗
浩
組
織
の
全
般
的
立
場
か
ら
観

樟

録

女
給
殺
に
就
い
て

れ
ば
、
鉄
道
及
ぴ
定
期
般
の
楠
忌
者
た
る
に
止
ま
る
。

(

ロ

)

経
済
の
褒
遣
が
未
だ
幼
稚
で
あ
っ
て

銭
道
叉
は
た

期
般
の
便
の
備
は
っ
て
居
な
い
地
方
に
於
い
て
も

定
期
飛
行

機
の
創
設
は
そ
の
組
放
的
性
質
に
よ
り
経
済
上
是
認
せ
ら
れ
る

場
合
も
多
い
で
あ
ら
う
。
か
t
A

る
地
方
に
於
い
て
は
、
定
期
飛

行
機

長
距
離
盟
問
に
於
け
る
唯
一
の
近
代
的
運
法
機
関
と
し

て
、
営
該
地
方
の
経
済
設
展
を
促
進
し
‘

鉄
道
又
は
定
期
般
の

先
脳
者
と
な
る
。

Breuer， a， a， 0" S， 12 f. 
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